
＜問い合わせ状況 2022 年 10 月＞ 

 

当院は院外処方せんを発行しています。処方内容などに疑義が生じた場合の窓口は薬剤師となっており、月に 5

～10 件程度の問い合わせに対応しています。10月の疑義照会は 13 件で、内容は以下の通りでした。 

●用法用量確認（4件） 

●追加処方希望 

●重複処方 

●剤型・規格について（2件） 

●中止薬・追加薬について（2件） 

●院外処方せんの期限切れ 

●その他（2件）：処方箋へ医師印が無い、1回量の表示について 
 
 
 

 患者さんやご家族、施設の方からの質問にも対応しています。 

10 月はお問い合わせが 1件ありました。 

●ファモチジン錠 10mg が 2 錠分 2で処方されているが、朝にまとめて 2錠服用したい。大丈夫か？→OK 

●破傷風トキソイドとインフルエンザワクチンは投与間隔が必要か？→不要 
 
 
 

 他部署スタッフからの質問にもお答えしています。記録してある DI 室への問い合わせは、10 月は 10 件でした

（病棟で直接質問されたことは未記載の可能性があります） 

◎がついたものについては回答を DI ニュース No.449 に記載しています。 
 

◎シクレスト○Ｒについて知りたい 

●マグミット○Ｒ錠を 1回 3錠服用は可能か？→OK 

●シプロキサシン○Ｒ注を希釈する際の推奨量は？→約 100mL 

●エクセグラン○Ｒ20%細粒 1.25g の 100mg 錠への換算は？→2.5錠 

●オルケディア○Ｒ錠を半錠にできるか？→推奨しない 

●低 Na 血症の患者へバルプロ酸ナトリウムは投与可能か？→可。ただし、副作用に SIADH による低 Na 血症あり 

◎ニフレック○Ｒを経管投与はできるか？ 

◎アルプロスタジル注を糖尿病ではない患者に使う際の使用期限は？ 

●アトーゼット○ＲLD は当院採用薬だと何になるか？→アトルバスタチン 10mg とエゼチミブ 10mg 

 

 

 

 


